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ｏ声を出して読むことは，理解することが目的であるので，大げさな抑揚や必要以上の感情を込

めた表現は求めない。

(4) 言語事項について

ｏ一人一人の児童が自分の話し方を見直していくことができるような指導の工夫をしていく。

ｏ漢字の持つ意味を考えながら正しく使う習慣が身に付くよう指導していく。

ｏ段落や会話の部分を改行して書くことが習慣となるよう指導していく。

ｏ辞書の使い方を理解するとともに，辞書が手元にあり使えるように配慮する必要がある。

ｏ日常生活における実際場面においても，丁寧な言葉に注意して話すことができるように指導し

ていく。

ｏ横書きのときの表記について，読点のかわりにカンマを使うことが多いことや，算用数字を用

いる場合があることを，実際の書く活動の中で指導する。

４ 評価の観点の趣旨

観 点 観 点 の 趣 旨

国語に対する 国語に対する関心をもち，進んで話し合ったり，適切に書いたり，読書の

関心・意欲・態度 範囲を広げたりしようとする。

話す・聞く能力 相手や目的に応じ，調べた事などについて，筋道を立てて話したり，話の

中心に気を付けて聞いたりする。

書 く 能 力 相手や目的に応じ，調べた事などが伝わるように，段落相互の関係を工夫

して文章を書く。

読 む 能 力 目的に応じ，内容の中心をとらえたり段落相互の関係を考えたりしながら

読む。

言語についての 音声，文字，語句，文や文章，言葉遣いなどの国語についての基礎的な事

知識・理解・技能 項について理解している。

５ 単元の配列例

第３学年

◎…「話すこと・聞くこと」を中心とした単元 ◇…「読むこと」を中心とした単元

□…「書くこと」を中心とした単元 △…「言語事項」の単元

学 内容 単 元 名 教 材 名 時間

期 領域

一 □ ｏつづけてみよう つづけてみよう ２

学 □◇ ｏ本と出会う，友だちと出会 きつつきの商売 １４

期 う

73 △ ｏ漢字の音と訓 漢字の音と訓 ２

時 ◇ ｏまとまりに気をつけて読も ありの行列 ８

間 う

△ ｏ漢字の広場① 二年生でならった漢字① ２

△ ｏ国語辞典を使おう 国語辞典を使おう ３

◇ ｏ詩を楽しもう わたしと小鳥とすずと ２
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□ ｏ分かりやすく書こう おもしろいもの，見つけた／様子を伝 １４

える

△ ｏくわしくする言葉 くわしくする言葉 ２

△ ｏ漢字の広場② 二年生でならった漢字② ２

◎ ｏじゅんじょが分かるように 道あんないをしよう／たしかめながら ４

話したり聞いたりしよう 話す・聞く

□◇ ｏ本と友だちになろう 三年とうげ／本は友だち／本のさがし １６

方

△ ｏ漢字の広場③ 二年生でならった漢字③ ２

二 ◇ ｏ詩を楽しもう キリン ２

学 △ ｏへんとつくり へんとつくり ２

期 ◎ ｏ進んで話し合い，発表しよ 「分類」ということ／＜資料＞分類／ １６

79 う インタビュー

時 △ ｏ反対の意味の言葉 反対の意味の言葉 ２

間 ◇ ｏ場面の様子をそうぞうしな ちいちゃんのかげおくり １４

がら読もう

△ ｏこそあど言葉 こそあど言葉 ２

△ ｏ漢字の広場④ 二年生でならった漢字④ ２

□◇ ｏ大事なことをたしかめよう すがたをかえる大豆／食べ物はかせに １７

なろう／本で調べる

△ ｏカンジーはかせの音訓遊び カンジーはかせの音訓遊び歌／送りが ３

歌 な

□ ｏまとまりに分けて書こう せつめい書を作ろう １５

△ ｏ漢字の広場⑤ 二年生でならった漢字⑤ ２

復習 ２

三 ◎ ｏ考えを整理して話し合おう 名前をつけよう ６

学 △ ｏ漢字の意味 漢字の意味 ２

期 □ ｏそうぞうをふくらませて書 たから物をさがしに ８

53 こう

時 ◎□ ｏ言葉って，おもしろいな 漢字と友だち １２

間 △ ｏ漢字の広場⑥ 二年生でならった漢字⑥ ２

◎□◇ ｏ学習したことを生かして モチモチの木 ２１

復習 ２

合

計 標準時間数 ２０５ ２０５

第４学年

◎…「話すこと・聞くこと」を中心とした単元 ◇…「読むこと」を中心とした単元

□…「書くこと」を中心とした単元 △…「言語事項」の単元

学 内容 単 元 名 教 材 名 時間

期 領域

一 △ ｏつづけてみよう つづけてみよう ２

学 □◇ ｏ本と出会う，友だちと出会 １３

期 う




